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1983年、長崎県長崎市生まれ。 

2002年　長崎県立長崎東高校卒 

2007年に筑波大学卒業後、電通入社。 

2010年、被爆の実相をデジタルマップアーカイブで伝える「Nagasaki Archive」の 

作品でYahoo!デジタルアワード特別賞受賞。 

2015年から首相官邸初のソーシャルメディアスタッフとして内閣広報室に出向。 

2018年からつくば市役所にてまちづくりアドバイザーとして広報戦略を担当。 

2018年11月｢世界を旅して働く。HafH｣リリース。2019年4月サービス開始。 

2019年9月、電通退社。

大瀬良 亮
世界中で住み放題になる定額制コリビングサービス「HafH」

KabuK Style 株式会社　共同代表

twitter＠ryosera_jp



定額制コリビングプラットフォーム「HafH」
1.HafHのサービスについて





北海道にはHafHが14件+増加中。域内ツーリズムも楽しめる。
1.HafHのサービスについて



ひがし北海道エリアの宿泊先事例
1.HafHのサービスについて



HafHで利用できるワーケーション施設はニーズに合わせて多種多様。

コンセプトホテル ゲストハウスリゾート施設
（自然・温泉・リゾート）

1.HafHのサービスについて



鶴雅リゾート様の利用も今後可能となるよう準備中。
1.HafHのサービスについて



今ならGotoトラベル対象で３プランが定額丸ごと35%オフ！
1.HafHのサービスについて



定額制コリビングプラットフォーム「HafH」
2.HafHのビジネスモデル

上手に貯めるHafH Coinで 
高級ホテル等に無料アップグレード

430 拠点

265 都市

世界¥0
会員が施設に支払う費用

KabuK Style Inc 提携施設

HafH会員 
(ネイバー)

ライフスタイルで選べる「サブスクリプション (定額制)」

¥16,000 ~ ¥82,000

HafHが施設に支払う費用

送客に合わせて 
１泊ずつ支払い¥HafH

35%OFF
GoTo対象



HafHの主な利用者は、「変化と学びを求める」ミレニアル世代。
3. HafHのユースケース

withコロナ期に8％以上増えた「会社員」の登録

平日の利用が休日時とほぼ変わらない

ミレニアルズ～Z世代に受け入れられる新しい暮らし方

35%

休祝日平日利用

76% 24%

30代以下の登録が 76%
その他

6%

学生
13%

フリーランス
29%

経営者・役員
11%

会社員
41%

65%



HafH利用者の声：コロナ禍での新しいユースケース

どこでも働けるようになったのに、オフィスに30

分かけて通勤して、出社するのがバカバカしくな
りました。(写真左）

海外に住んで仕事をしていたがコロナで帰国。東京で働く理由は一切ないので、
地方で暮らすことに決めた。必要があるときに東京に行けばいい。 
(30代女性ほか)

家でテレワークすると、妻にストレスをかけてしまっている。家以外の気持ち
がいいところで仕事をしたいと思った。意外に問題なく仕事、できますね。 
(40代男性)

サーフボードとPCモニタを荷物に入れている
大手IT企業社員がHafHの会員として入居開始

例

3. HafHのユースケース



2020年6月以降、HafH利用者は過去最高を更新中。
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3. HafHのユースケース

緊急事態宣言発令期間

HafHプランの新規登録者 
●7月は前年同月比1.8倍　●8月は前年同月比2.1倍　
●9月は前年同月比2.4倍　●10月は前年同月比3倍 
・4ヶ月連続で過去最高を更新



HafHの主な利用状況（with COVIDの傾向）
3. HafHのユースケース

東京の会社員が 
東京のHafHを利用

地方のフリーランスが 
地方を周遊する



ANA（2020.9~11）との提携の取組み
4. HafHと「ワーケーション」



例えば「五島福江」に行きたい場合

HafH✖ANA航空券月額サービスの利用例

3ヶ月で実質30,000円/月（2020年9月~11月）

東京羽田

乗継含めて片道４便・指定路線で搭乗OK

福岡 五島福江

１便目 ２便目 ３便目

福岡 那覇

４便目

ご自宅 HafH Fukuoka The LIFE
福岡で１泊滞在

HafH Goto The Pier
五島で２泊滞在

Webase 博多
福岡で１泊滞在

ちょっとHafH
16,000円/月

最大５泊利用OK

AIEN COFFEE&HOSTEL
沖縄で１泊滞在



五島福江以外に 

使える全路線

詳細はこちら。



HafH＊全日空 月額航空券サービス利用状況（速報値ベース）
4. HafHと「ワーケーション」

単純往復ではない動き：羽田→釧路→羽田→伊丹

購入したものの「使わなかった」利用者も一定数

3ヶ月の間、各月15名分の申込枠に対し実際42枠/45が申込完了、123の搭乗あり

（乗継）空席便を活用したい新たな移動需要の喚起に寄与したか

公式サイトでの個別購入より約5,000円安く。



JR西日本（2020.9~11）との業務提携の取組み
4. HafHと「ワーケーション」



2. HafH最近の取組

JR西日本＊HafHの舞台は「広島」とワーケーションの聖地「和歌山」



プラン
4. HafHと「ワーケーション」



4. HafHと「ワーケーション」

「JR西日本＊HafH」利用状況（現在集計中のため数値にブレあり）

利用者属性 30代が半数 会社員が６割以上

関東圏居住の方も2割

3ヶ月の間に約100名が登録、現在４分の１が回答中。

独身・既婚が半々



4. HafHと「ワーケーション」

HafH利用満足度は約9割

「JR西日本＊HafH」利用状況（現在集計中のため数値にブレあり）
3ヶ月の間に約100名が登録、現在４分の１が回答中。

５泊以上の利用がほとんど



利用者の期待（アンケートから）

@photographer MONA

“コロナを機にリモートワーク、フレッ
クスタイムになったことを活かして海
や山など自然のあるところの近くで働
きたい。季節によって変わる日の出、
日の入りに合わせた働き方をし、毎朝
働く前か後に海辺でヨガをするなど、
自然と調和した暮らしでパソコンやス
マホ、テレビばかりと向き合う暮らし
を変えたい。”

4. HafHと「ワーケーション」

https://twitter.com/kecbon



4. HafHと「ワーケーション」

利用者の期待（アンケートから）

@photographer MONA

“普段からリモートワークをしていま
す。最近ハフをはじめて移動しながら
仕事をすることに目覚めました。私の
主人もハフを利用して旅をしていま
す。今回のお試し企画を利用させてい
ただき、九州以外の場所でもワーケー
ションしたいと考え応募しました。”

“一次産業はじめとした生産現場が近隣
にある地域と都内の2拠点生活に憧れて”



#テレワを止めるな ｜「5年後の働き方」分かれ目の2020年
4. HafHと「ワーケーション」

コワーキングスペースで

at coworking space

戻るか？
進めるか？

本来「テレワーク＝在宅勤務」ではありません。場所にとらわれず働ける姿が本来のテレワーク。 
オフィスと違う場所で働くことで、一人ひとりが集中できる環境を手に入れるだけでなく、 
新しいビジネスチャンスを発見するきっかけにもなるはずです。

Workation



「ワーケーション」の誤解→ニューノーマル型「ワーケーションのその先」へ

休暇中
に働く

4. HafHと「ワーケーション」

働き方 
を変える

Before COVID-19 Post COVID-19

ワーケーションは「ワーク(仕事)」と「バケーション(休暇)」を組み合わせた新しい言葉。場所に捉われず働ける時代において、お気
に入りの場所で仕事することで、通勤や職場のストレスを減らし、日々の充実感をあげ、ワークライフバランスの向上を促す働き方。

休暇もできるところに

>



「ワーケーション」と「自治体」にもたらす５つのインパクト
4. HafHと「ワーケーション」

Workation
＝新たな関係人口の創出

移住・定住 

促進

企業誘致

観光 

インバウンド

空き家 

活用オープンイノベーション

コミュニティ 

活性化

（総合政策）

（産業労働）

（移住促進）

（地方創生）

（住宅）

（観光）



「ワーケーション」が企業にもたらす5つのインパクト

Health Impact
社員の健康増進 
ウェルビーイング

Business Impact
オープンイノベーション 
新規事業・協業

Social Impact

地域課題の解決 Green Impact

環境問題への配慮

Family Impact
社員の 

家族関係の向上
Workation
5つのインパクト

4. HafHと「ワーケーション」



❶就業時間中は通常業務を行う ❷通勤時間を「自分の時間に」。
通常テレワークと同様。前後に「交流」の＋αを ２泊だと観光止まり。その１歩先に可能性あり

❸滞在日数は３泊以上

7:00●

9:30●

起床

● 17:30

● 18:30

● 20:30

● 23:30 就寝

始業

終業

通常テレワークと同様。
ただし、見える景色は一変。

通勤時間を改革

朝はゴミ拾いを地元の人らと。
夜は勉強会。普段の通勤時間を
学び、自己投資の時間に変革！

就業中のWLB向上

心地よい風に揺られながら、自
分の好きな場所でコワーキン
グ。作業中の交流もあるかも。

週末は休暇・観光へ

休業日には近隣観光を通じて歓
声を高めたり、家族との時間を
増やしたり、ゆっくりと。

⭐コンテンツ

⭐コンテンツ

HafHでワーケーション利用される方は「成長の時間」に使っている
4. HafHと「ワーケーション」

学びや趣味に使ったりできるようになる



百花繚乱の「ワーケーション」への期待値
4. HafHと「ワーケーション」

企業・利用者の 
ニーズとは？

誘致側ならではの 
強みとは？ ✖ =

なぜ 

●●市を訪れる

のか



事例：五島市の新しい移住スタイル「島暮らし」ワーケーション
4. HafHと「ワーケーション」

「暮らし」 
子連れワーケーション

移住を目的とした 
家族向け

✖ = 五島市の 

人気につながる
Family Impact



令和３年度の政府予算に「テレワーク」「ワーケーション」予算も
参考

例）まち・ひと・しごと創生本部 例）観光庁「新たな旅のスタイル」



HafHが目指しているのは「多様な価値観を、多様なまま許容する社会インフラ」
Conclusion

旅をしながら、働く

暮らす場所で、働く 旅をするように暮らす

これまでのライフスタイル

敷金、礼金、多拠点居住への 
制限、外国人の住み難さ

Live

固定化したオフィス、複業の
制限

Work

都度払いの面倒、制限される
日程、観光地しかいけない

Travel

住まいの自由

職場の自由 移動の自由

一人ひとりのライフスタイルを 
自由に選べる社会へ

これから

HafH

Workation

在宅勤務 アドレスホッパー・多拠点居住



世界が広がる、働き方を。

生きる選択肢が広がった未来の可能性は無限大に。どこで働き、どこで暮らし、誰と居るか。  
今後、ライフスタイルがより一層多様化していく中で、多くの会員がHafHを通じて、世界が広がる働き方を見つけています。

Conclusion



ホテルのサービスから、ライフスタイルを支えるサービスへ
年に数回の旅行の時には許容された、一回づつの宿泊予約、支払いの煩わしさを、HafHは月額課金という形で解放。日々の宿泊手配の手間を大幅に
軽減することで、頻度高く場所を移動可能なライフスタイルを実現。今後は、さらに移動手段（飛行機、鉄道、車）も月額課金に含めることで、より
ストレスレスな体験を提供していく

¥
¥

¥
¥

¥¥¥
¥

¥

¥
月額課金宿泊ごとに 

支払い

＋
さらに

HafHのない世界

HafHのある世界は 
よりムーバブルな世界へ

さらなるサブスクプラットフォームへ。



HafH拠点にオススメの施設情報新HafH拠点お問い合わせはこちら

宿泊事業者の皆様へ HafHご利用の皆様へ



https://hafh.com

特典付入会URL

twitter＠ryosera_jp

twitter＠HafHtheWorld


